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大代地区公民館駐車場の看板を改装中です

　5月15日に山茶花大学の1回目の講座を実
施しました(講師：岡崎浩子先生)

7月号投稿締切 ６月１６日（日）

●平成３１年度事業開始・・・・・・２
●防災、防犯とは①・・・・・・・・３

●貞山運河・大代清掃を実施しました・４
●グラウンドゴルフ大会お知らせ・・・４
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平
成
31
年
度
事
業
開
始 

大
代
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会 

 

会
長 

熱
海 

五
郎 

５
月
28
日(

火)

に
、
総
会
を
開
催
し
、
30
年

度
の
報
告
と
31
年
度
の
計
画
に
つ
い
て
ご
審
議

い
た
だ
き
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
に
よ
り
、
協
議
会
の
事
業
も
始
ま
っ
て
参

り
ま
す
。
指
定
管
理
事
業
も
第
２
期
目
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
31
年
度
に
実
施
予
定

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
各
部
の
事
業
に
つ
い
て
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

総
務
部
は
、
各
事
業
へ
の
協
力
と
３
ヶ
月
に
１

回
の
事
業
の
統
括
、
指
定
管
理
事
業
の
報
告
な
ど

を
行
い
、
事
業
が
効
率
よ
く
回
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
特
に
指
定
管
理
開
始
後
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
事
業
と
大
代
地
区
公
民
館
の
事
業
が
あ
り

ま
す
の
で
、
地
域
の
意
見
を
反
映
で
き
る
場
と
し

て
非
常
に
重
要
で
す
。 

地
域
づ
く
り
部
で
は
２
事
業
計
画
し
て
い
ま

す
。
10
月
12
日(

土)

の
予
定
で
、「
秋
ま
つ
り
」

を
実
施
し
ま
す
。
例
年
は
パ
ン
く
い
競
争
や
ミ
ニ

ボ
ウ
リ
ン
グ
等
を
計
画
し
、
綿
あ
め
や
か
き
氷
、

ク
ジ
な
ど
の
出
店
も
毎
年
行
っ
て
お
り
、
多
く
の

方
に
ご
来
館
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

年
明
け
の
令
和
２
年
１
月
11
日(

土)

に
、「
新

年
を
祝
う
会
」
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
多
く
の
方 

に
新
し
い
年
明
け
を
共
に
祝
い
交
流
を
計
っ
て

頂
き
、
新
年
を
新
た
な
気
持
ち
で
ス
タ
ー
ト
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
準
備
し
て
参
り
ま
す
。 

学
習
活
動
部
で
も
、
２
事
業
実
施
予
定
で
す
。

６
月
27
日(

木)

に
緩
衝
緑
地
に
お
い
て
「
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
大

代
地
区
で
も
人
気
の
高
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

は
、
毎
年
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
す
。
日
ご
ろ
の
練
習
成
果
を
発
揮
し
、
上
位
を

目
指
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

11
月
24
日(

日)

に
は
、
「
ス
リ
ッ
パ
卓
球
大

会
」
を
開
催
予
定
で
す
。
ラ
ケ
ッ
ト
を
使
わ
な
い

卓
球
で
す
の
で
、
少
し
普
段
と
違
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
趣
向
を
変
え
て
の
事
業
も
実
施
い
た
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

生
活
安
全
部
で
は
、
去
る
５
月
12
日
に
、
定

例
の
貞
山
運
河
・
大
代
周
辺
清
掃
を
実
施
し
、
地

域
の
皆
様
の
ご
参
加
を
得
て
、
１
時
間
清
掃
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
地
域
の
清
掃
活
動
も
皆
様
の
ご

協
力
で
、
ゴ
ミ
は
以
前
よ
り
も
大
幅
に
減
っ
て
い

ま
す
。
10
月
に
も
実
施
予
定
で
す
。 

年
明
け
の
令
和
２
年
３
月
29
日
に
は
、「
子
ど

も
交
通
安
全
教
室
」
を
実
施
予
定
で
す
。
新
入
学

児
童
を
対
象
と
し
た
事
業
で
、
模
擬
の
横
断
歩
道

を
使
っ
て
交
通
ル
ー
ル
を
学
ぶ
ほ
か
、
毎
年
、
紙

芝
居
や
お
友
達
づ
く
り
な
ど
の
楽
し
い
イ
ベ
ン

と 
ト
も
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
家
族
で
ご
参
加

頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

広
報
部
の
「
ふ
れ
あ
い
」
は
、
も
う
す
ぐ
400
号

に
達
し
、
皆
様
か
ら
の
記
事
と
お
知
ら
せ
で
、
地

域
の
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
東

日
本
大
震
災
で
一
度
休
刊
し
た
以
外
は
、
毎
月
発

行
し
て
い
ま
す
。 

 
(

過
去
の
ふ
れ
あ
い) 
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大
代
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
過
去
の
「
ふ
れ
あ
い
」
も
閲

覧
で
き
る
よ
う
に
整
備
し
ま
し
た
。
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
可
能
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
覧
に
な
っ
て
く

だ
さ
い
。 

 

以
上
が
今
年
度
の
事
業
計
画
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
大
代
地
区
公
民
館
の
社
会
教
育
事
業
も
随
時

チ
ラ
シ
に
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
の
で
ご
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。 

今
年
度
は
役
員
の
改
選
も
あ
り
ま
し
た
。
今
後

も
地
域
の
皆
様
と
大
代
を
盛
り
上
げ
て
参
り
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

○
平
成
31
年
度
・ 

令
和
２
年
度
役
員
（
任
期
２
年
） 

会 
 
 
 
 

長 
 

熱
海 

五
郎
（
大
代
南
） 

副 
 

会 
 

長 
 

藤
原 

昭
雄
（
大
代
東
） 

同 
 
 
 
 
 
 
 

米
澤 
 

彰
（
大
代
北
） 

総 

務 

部 

長 
 

平
山 

 

勇
（
大
代
南
） 

同 
 
 

副
部
長 
 

植
木 

恵
子
（
大
代
中
） 

地
域
づ
く
り
部
長 

 

木
村 

好
男
（
大
代
中
） 

同 
 
 

副
部
長 

 

田
村 

昭
男
（
大
代
南
） 

学
習
活
動 

部
長 

 

我
妻 

七
男
（
大
代
中
） 

同 
 
 

副
部
長 

 

我
妻 

勝
治
（
大
代
東
） 

生
活
安
全 

部
長 

 

松
戸 

勝
義
（
大
代
中
） 

同 
 
 

副
部
長 

 

斉
藤 

元
幸
（
大
代
東
） 

 

広 

報 

部 

長 
 

佐
藤 

聰
子
（
大
代
西
） 

同 
 
 

副
部
長 

 

斉
藤 

義
幸
（
大
代
北
） 

監 
 
 
 
 

事 
 

後
藤 

重
子
（
大
代
西
） 

同 
 
 
 
 
 
 

 

齋
藤 

尚
子
（
大
代
南
） 

 

○ 

顧 
 

問 
 
 

市
議
会
議
員 

 
 
 

佐
藤 

恵
子 

同 
 
 
 
 
 
 
 

米
澤 

ま
き
子 

大
代
東
区
長 
 
 
 

三
浦 

徳
男 

大
代
中
区
長 

 
 
 

本
郷 

良
正 

大
代
西
区
長 

 
 
 

星 
 
 

篤 

大
代
北
区
長 

 
 
 

屋
代 

三
秋 

大
代
南
区
長 

 
 
 

橋
本 

 

浩 

 

防
災
、
防
犯
と
は
① 

大
代
東
区 

藤
原 

昭
雄 

元
号
も
令
和
に
な
り
新
し
い
年
に
ふ
さ
わ
し

い
活
動
方
針
を
、
５
月
25
日
に
防
犯
協
会
防
災

協
議
会
の
総
会
で
承
認
頂
き
ま
し
た
。 

私
は
、
防
犯
協
会
、
大
代
東
町
内
会
で
は
防
災

を
担
当
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

そ
こ
で
、
今
回
は
、
防
災
に
つ
い
て
気
が
つ
く

こ
と
を
考
え
て
み
ま
す
。 

 

た
だ
し
、
い
っ
た
ん
災
害
が
発
生
し
ま
す
と
、

町
の
防
犯
に
も
気
を
配
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。 

防
災
、
つ
ま
り
字
の
ご
と
く
災
害
を
防
ぐ
こ
と 

 
で
す
が
、
な
ら
ば
何
が
災
害
を
引
き
起
こ
す
の
か

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

大
き
く
分
け
て
、
２
つ
に
な
り
ま
す
。
ひ
と
つ 

は
、
自
然
災
害
、
後
一
つ
は
人
災
で
す
。 

自
然
災
害
は
、
山
、
川
、
海
、
雨
、
風
、
雪
、

日
照
の
過
不
足
や
地
震
等
自
然
が
関
係
し
て
起

こ
る
、
人
間
が
生
活
し
て
い
く
の
に
不
都
合
な
状

態
に
な
る
こ
と
で
す
。
人
災
は
、
自
動
車
事
故
を

始
め
自
転
車
で
の
走
行
中
の
事
故
、
歩
行
中
に
も

ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
が
為
の
事
故
等
が
あ
り
ま

す
。 事

故
、
事
件
、
災
害
、
等
ど
れ
を
と
っ
て
も
色
々

な
要
素
の
絡
み
合
い
が
な
け
れ
ば
起
き
な
い
と
、

多
く
の
方
の
言
葉
か
ら
学
び
ま
し
た
。 

今
回
は
、
防
災
で
見
て
み
ま
し
ょ
う
、
季
節
が

ら
火
災
で
考
え
て
み
る
と
、
一
件
の
災
害
が
起
き

る
要
素
に
、
１
つ
、
燃
え
る
も
の
が
あ
る
。
２
つ
、

火
元
に
な
る
も
の
が
あ
る
。
３
つ
、
誰
か
が
着
火

す
る
。
４
つ
、
そ
こ
に
貴
方
が
い
る
。
そ
れ
は
被

害
者
と
し
て
か
、
加
害
者
と
し
て
か
な
ど
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
内
の
一
つ
を
除
け
れ
ば
こ
の

火
災
は
発
生
し
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
事
故
、
事

件
、
災
害
は
何
か
一
つ
の
要
素
を
除
け
れ
ば
防
げ

る
確
率
が
あ
が
り
ま
す
。 

そ
れ
の
ヒ
ン
ト
を
皆
さ
ん
は
さ
ま
ざ
ま
な
時
、

場
所
で
耳
に
入
る
は
ず
で
す
。 
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た
と
え
ば
、
火
災
予
防
運
動
や
、
交
通
安
全
運

動
、
振
り
込
め
詐
欺
に
合
わ
な
い
よ
う
に
と
行
わ

れ
て
い
る
啓
発
活
動
等
で
色
々
な
情
報
が
発
信

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
の
中
か
ら
原
因
の
１
つ
を

除
く
こ
と
を
実
践
す
れ
ば
、
事
故
、
事
件
の
大
部

分
が
防
げ
ま
す
。 

あ
る
防
犯
の
講
話
で
、
３
つ
の
要
素
で
犯
罪
は

成
立
す
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
現
場
、
被
害

者
、
加
害
者
、
の
３
つ
で
す
。 

そ
れ
で
、
現
場
は
、
で
き
る
だ
け
人
通
り
の
多

い
所
、
明
る
い
所
、
広
い
道
を
使
う
、
た
と
え
回

り
道
で
も
で
す
。
次
に
被
害
者
は
一
人
に
な
ら
な

い
、
危
険
な
所
へ
は
行
か
な
い
な
ど
、
今
考
え
ら

れ
る
最
大
限
の
安
全
対
策
を
す
る
。 

 

同
様
な
こ
と
が
ら
か
ら
、
市
民
を
守
れ
る
よ
う

に
年
間
の
行
事
を
遂
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

皆
様
方
も
、
そ
れ
ら
か
ら
身
を
守
れ
る
よ
う
に

出
来
る
事
を
実
践
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

防
犯
、
防
災
の
団
体
は
全
体
を
対
象
に
行
事
を

組
ん
で
お
り
ま
す
。
個
人
、
個
人
の
こ
と
が
ら
は
、

な
か
な
か
対
処
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
市
民

の
協
力
が
安
全
な
町
を
維
持
す
る
に
は
必
要
で

す
。 

 

み
ん
な
で
、
住
み
よ
い
大
代
に
な
る
よ
う
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。
役
員
一
同
精
一
杯
行
事
を
遂
行

し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

貞
山
運
河
・
大
代
周
辺
清
掃
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

実
施
し
ま
し
た 

生
活
安
全
部
長 

松
戸 

勝
義 

平
成
31
年
度
、
春
の
貞
山
運
河
・
大
代
周
辺

清
掃
を
５
月
12
日
（
日
）
に
実
施
し
ま
し
た
。 

 

昨
年
実
施
予
定
だ
っ
た
春
の
定
期
清
掃
は
、
雨

の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
無
事
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
、
35
名
の
方
に
ご
参
加
頂

き
周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
の
お
知
ら
せ 

学
習
活
動
部
長 

我
妻 

七
男 

日 

時 

令
和
元
年
６
月
27
日
（
木
） 

午
前
９
時
か
ら
（
受
付
８
時
30
分
） 

 
 

（
雨
天
の
場
合
は
７
月
４
日
（
木
）
に
順
延
） 

場 

所 

緩
衝
緑
地
公
園 

陸
上
競
技
場
フ
ィ
ー
ル
ド 

方 

法
（
抜
粋
） 

（
１
）
１
グ
ル
ー
プ
５
名
前
後
の
編
成 

（
２
）
16
ホ
ー
ル
（
８
ホ
ー
ル×

２
ラ
ウ
ン
ド
） 

の
総
打
数
に
よ
り
順
位
決
定 

（
３
）
グ
ル
ー
プ
内
打
順
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン 

等 

規 

則 

大
会
ル
ー
ル
で
定
め
る
以
外
は
、 

 
 
 
 

日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
競
技 

規
則
に
準
ず
る
。 

参
加
費 

500
円 

表 

彰 

男
女
共
１
位
～
３
位 

 

申 

込 

６
月
18
日
（
火
）
ま
で
に
参
加
費
を

添
え
て
大
代
地
区
公
民
館
窓
口
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

電
話
（
３
６
４
・
８
４
４
２
）
で
の
受
付
も
可 

 

※
梅
雨
時
期
の
蒸
し
暑
い
季
節
で
す
の
で
、
飲
み

物
、
着
替
え
、
汗
拭
き
タ
オ
ル
、
日
よ
け
帽
子
な

ど
準
備
く
だ
さ
い
。 

 


